




















応答する関係をつくる, 第二は, 学校行事を通して, 子
どもの今を問い直し, もう一つの生きるに値する世界を
つくりだす, 第三は, 学級や学校での生活づくりを問い
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80 年代後半以降, 我が国の ｢個性重視の原則｣ に基
づく教育改革は, 個に応じた指導の充実を実現するため





















分自身を ｢キャラ化｣ し, 特定の ｢キャラ｣ を演じるこ
とで所属グループ内での位置を維持しようとする子ども









































































































さらに, 特別活動は ｢学級活動｣, ｢生徒会活動｣, ｢学





① ｢集団活動｣ や ｢集団 (や社会) の一員｣ という文
言に見られるように ｢集団｣ が重視されていること, ②







































これについて例えば, 1998 年改訂版においては ｢学
級活動においては, 学級を単位として, 学級や学校の生
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表 各活動・学校行事の目標
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『中学校学習指導要領解説 特別活動編』 では, ｢望ま
しい集団活動｣ の展開について, ｢互いに理解し合い,







































なってしまう. そうではなく, あえて ｢ゆっくりムカデ｣




























































障害者権利条約の第 19 条においても ｢自立した生活
と地域社会へのインクルージョン｣ が規定されている.
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